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住民の方々から「グランドに石ころが多く、段差もあり危険だ」との要望を受け、市公園緑化課に現地調査を要請。６月１４日、第２回定例市議会

の個人質疑の中で、建設局長と以下の質疑を交わしましたのでご報告します。 

【たてやま議員】 

安心安全のまちづくりに関して皇徳寺中央公園のグランド整備について質問します。 

１点目、同公園が供用開始された時期とグランドの利用状況 

２点目、同グランドでは多くの石ころや段差が見られますが、その要因及び利用者から

の要望、またこのような問題は、他の公園で見られるのかお示しください。 

３点目、国が示すグランド整備の基準及び整備不良が原因による事故に対する責任の 

所在について、以上、それぞれ答弁願います。 

【福留建設局長】 

皇徳寺中央公園は平成元年９月１日に供用開始しており、令和２年度は、ソフトボール 

やサッカー等で 494件、7919人のグラウンド使用があったところでございます。 

お触れの要因は、風雨による浸食等により路盤材が露出してきたことなどが原因と考え 

ております。利用者からも改善の要望が寄せられており他の公園と比較しても整備の 

必要性は高いものと考えております。一般社団法人日本公園緑地協会の「都市公園技術 

標準解説書」によると、土系のクレイ舗装のグラウンドは、主に、舗装厚１０cmの真砂 

土による整備をすることとされております。一般的に事故原因が、管理の瑕疵による 

ものと認められた場合は、本市に責任があると考えております。 

【たてやま議員】 

このパネルをご覧ください。皇徳寺中央公園のグランドからは、このような角張った 

石ころや貝殻が出てきます。また段差もあり、とても危険です。国の整備基準も充たし

ていない現状であり、万が一、グランド内で事故が発生した場合、市当局の瑕疵責任が

問われる場合も考えられます。安全第一を最優先に、グランドの抜本的な整備に着手す

べきと考えますが、答弁願います。 

【福留建設局長】 

当グラウンドは、路盤材の露出や段差により、利用に支障をきたしていることから、 

整備について検討を行っているところでございます。 

【たてやま議員】 

整備に向けた前向きの答弁と受けとめ、今後の取組みを注視してまいります。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け 

て困っている市民や業者の方々のために、 

国や県、市の「支援制度」がありますが、 

分かりづらいとの意見があり、市議団として 

支援制度が一目で分かる「一覧表」をこれ 

までも作成してきました。この度、６月議 

会後の新規事業等も含めて「№４」を作成 

し、市議団のホームページで発表していま 

す。ぜひ下記のアドレスにアクセスして 

ご活用ください。 

 http://jcp-kagoshigi.que.jp 

 

 


